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新
し
い
年
の
は
じ
め
に
当
た
り

み
な
さ
ん
の
御
健
康
と
御
多
ま
す
を
心

か
ら
お
祈
リ
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
は
か
ら
ず
も
再
選
の
栄
誉
を

お
与
え
い
た
だ
き
、
心
機
一
転
し
て

二
期
目
の

町
政
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
二
カ
年
継
続

事
業
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
横
瀬
小

学
校
も
無
ギ
完
成
し
、
一
月
二
十
五

日
に
創
立
百
周
年
記
念
式
典
と
合
わ

せ
て
、
液
成
を
似
う
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
に
容
せ
ら
れ
た
関

係
各
位
の
多
大
の
ご
援
助
と
ご
協
力

に
対
し
、
深
誌
な
る
謝
な
を
体
げ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
懸
笑
の
農
村
総
合
断
定
備
ぃ
卒

業
も
昨
年
八
月
、
そ
の
計
画
策
定
地

械
の
選
定
を
受
け
、
現
k
t
計
削
策
定

を
進
め
て
お
リ
、
こ
れ
と
併
行
し
て

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
指
定

を
受
け
る
た
め
の
飴
備
も
進
め

て
い

月券

?甫

田丁

議� 

A
Q
玄

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

新
し
い
年
を
迎
え
、

み
な
さ
ん
の
ご
清
福
と

ご
繁
栄
を
心
か
ち
お
祈

リ
申
し
上
げ
ま
す
。

平
煮
は
町
議
会
に
対
す
る
深
い

ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
む
か
ら
厚
〈

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
の
総
需
要
抑
制
策
の
一
段
透
主
ど

に
よ
る
経
済
社
会
環
境
は
、
産
業
、

挫
設
、
福
祉
、
行
政
な
ど
行
政
全
般
に

わ
た
り
非
常
に
厳
し
く
、
勝
浦
町
の

行
財
政
上
に
も
数
多
く
の
課
題
、
主
円

ま
す
。
今
年
は
、 

ヮ
ば
ら
こ
の
指

定
を
交
け
る
た
め
の
市
備
の
年
で
あ

り
、
万
全
を
則
し
て 

十
二
年
度
か

ら
の
が
業
史
跡
叫
に
の
ぞ
み
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。

一
万
ニ
と
し
は
、
昭
和
三
十
年
以

米
の
地
方
財
政
危
機
の
年
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
全
凶
各
地
で
多
額
の

亦
ウ
ナ
に 

み
、
財
政
再
建
団
体
へ
の

転
決
が
目
立
勺
て
お
り
ま
す
。
勝
浦

町
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
き
わ
め

て
き
び
し
い
財
政
試
練
の
年
に
な
る

こ
と
を
党
惜
し
な
く
て
は
な
リ
ま
せ

ん
が
、
何
と
し
て
む
財
政
再
処
凶
体

へ
の
転
必
は
、
く
い
と
め
な
け
れ
ば

な
リ
ま
せ
ん
。

ニ
の 

7
え
は
み
な
さ
ん
の
お
知

む
を
借
り
、
総
力
を
あ
げ
て
こ
の
燐

局
打
開
に
ま
い
進
す
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。な

お
い
っ
そ
う
の
、
ご
扱
肋
と
ご

剛
司
解
を
お
願
い
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

維
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
談
会
議
員
一
向
は
、

M
M

町
民
各
位
め
唱
」
付
託
に
こ
た
え
る
た

1/

め
こ
と
し
む
研
き
ん
を
秘
み

、
懸
命

の
努
力
を
危
ね
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す。

L
b

み
主
さ
ん
の
岐
か
い
ご
指
持
と
ご


支
般
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、


新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


議

長

山
本

去
二

副
議
長

坪
内
正
太
郎

議

員

岡

本

高

治

押

栄

義

雄

立

体

一

夫 

勲

五

等

瑞

宝

章

受

章

岡本藤太郎 さん

春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
時
地
訟
業
及
び
地

方
自
治
に
功
労
の
あ

っ
た
、

岡
本
藤
太
郎

さ
ん
が
、
勲
五
等
瑞

{
五
章
を
受
章
し
ま
し

た

自

治

大

臣

感

謝

状

昨
年
十
月
に
行
な
わ
れ
た
¥
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
凶
民

運
動
縫
進
以
民
大
会
に
お
い
て
、
町
の
選
挙
包

て
、
選
挙 

に
功
労
の
あ
う
た
、
折
部
伊
三
郎
さ
ん
、

パ
こ
さ
ん
に
向
治
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
知
事
表
彰 

山

本

美

万
mum-

mMA

地
方
自
治
に
功
労
の
あ

っ
た
、
背

山
下
山
且

生

出

敏

悦
鋭
太
郎
さ
ん
、
郷
土
芸
能
の
保
存

と
後
継
者
の
育
成
に
功
労
の
あ

っ
た

敏
鎌
秋
太
郎
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県

知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

hn

間

重

夫

河

野

寅

雄

平

阿

武

西

浜

勝

一巳

沌

口

良

一

坂 

貞
雄

小

関

武

夫

中

西

晴

美

山

路

保

義

味
附
喜
久
雄
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年頭のあいさつ明けましておめでとうございます勝浦町長　堺福一勝浦町議会
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受章おめでとう
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20歳になっ:たお大人の;仲間夫りさ

さっそく

同
印
刷
判
平
代
美

・
儀
宝
愛
子

・
久
保
梅
子

会
瀬
安
子

・
小
西
山
旦
美

・
小
山
淳
子

近
藤
和
代

・

(
さ
)

柳
原
民
子

・
島
村
好
美

・
清
水
順
子

清
水
甫
拍
子

・
自
樫
恵
子

・
鈴
木
ひ
ろ
み

勢
田
富
美

(
た
)

高
田
愛
子

・
滝
花
あ
け
み

・
武
市
弓
子

田
中
洋
子

・
田
中
佳
子

・
谷
口
久
代

谷
添
洋
子

・
津
川
幸
子

・
寺
岡
久
子

(
な
)

中
井
昭
子

・
中
内
賞
美
代

・
仲
田
恵
子

中
川
鈴
美
・
中
間
里
美

・
新
霊
問
枝
子

「
示
登
喜
子

・
酋
尾
善
子

・
西
浜
秀
子

野
上
使
陽
子

・
野
上
安
代

・
呑
口
早
首

脳
川
口
白
子

一
月
一
一
日
は、

勝
浦
町
の

「
成

人
の
日
」

で
す
。

二
十
歳
を
迎
え
、

お
と
な
の
仲
間

入
り
を
し
た
青

年
男
女
の
、
理

想
と
希
望
に
燃

え
た
、
門
出
を

祝
い
励
ま
す
日

で
す
。み

ん
な
で

新
し
い
成
人
の

飽
か
し
い
未
来

を
祝
い
ま
し
ょ

.勺，

今
年
の
該
当

者
は
、
昭
和
三
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十
年
四
月
二
日
か
ら
三
十

一
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
男
女
合
わ
せ
て
二 
O
一
人

で
す
。

こ
の
日
は
、
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
午
前
九
時
か
ら

盛
大
に
成
人
式
を
行
な
い
、
記

念
品
を
婚
り
、
記
念
撮
影
、
青

年
会
の
協
力
に
よ
る
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

毎
年
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
服
装
は
、
で
き
る
だ
け

簡
素
に
し
て
、
時
間
に
遮
れ
な

い
よ
う
多
数
の
方
が
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

の
と
お
り
で
す
。

(
男
女
、
あ
い
う
え
お
順 
) 

篠
原
広
明

・
柴
田
英
明

・
島

治

伸

葉

書

志

暫

比

利
治

自

尊

進

平

山

元

福

田

明

弘

今
年
の
該
当
者
名
は
、
っ
さ

原
因
暁
子
・
橋
本
並
枝

・
花
房
純
子 

林

照

代

・
日
浦
富
子

・
肥
回
良
子

〕

広
井
飾
美

・
平
井
と
も
子

・
牛
尾
小
夜
子
)

平
間
夏
代

・
福
岡
直
美

・
藤
本
幸
伏
チ 

}

古

田

恵

子

~

(
ま
)

〔

前
田
裕
子

・
水
口
七
重

・
美

馬

秀

美

(

宮
本
千
春
・
向
井
美
恵
子

・
山
口
存
世
枝

一

米
川
美
恵
子 

JI
-
-
Il
i
-
-
i
l
l
j
i
i
t
i
-
-
f
l
i
t
-
-
1
1
1

日
本
に
住
む

二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ー

作
本
利
博

・
役
山
文
雄

・
椎
野
吉
太
郎

ノ

に
な
る
ま
で
の
国
民
は
、
す
べ
て
国

氏
年
金
へ
加
入
す
る
こ
と
に
法
律
で

き
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
会
社
や
官
公
庁
な
ど
へ

勤
め
て
い
る
方
は
、
加
入
す
る
必
要

が
あ
け
ま
せ
ん
。

年
金
受
付

町
役
場
住
民
福
祉
課
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
は
、

の
誕
生
の
前
日
に
申
し
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
う
え

お
い
で
く
だ
さ
い
。

年
金
納
付

年
金
四
聞
は
現
有
月

一
、
一 

円

O
O

(
四
月
か

ら
一
、
四 

円
)
で
、

O
O

役
場
で
直
接
納
付
す
る
か
、
各
地
区

の
婦
人
会
の
役
員
さ
ん
に
お
願
い
し

て
、
集
金
し
て
い
ま
す
。

原
因
武
史

・
原
田
守
一

・
平
岡
精
一
ノ

・
福
田
泰
夫

定
作
勝
則

・
杉
生
協
士

・
杉

生

将

福

野

和

利

生

家

久

細

谷

洋

一

(

た

)

(

ま

)

滝
花
巧
一

・
竹
林
裕
記

・
立

石

啓

二

前

回

昭

博

・
前
田
光

一
・
前
回
又
一

谷

匡

人

・
谷
口
裕
久

・
谷

崎

嘉

男

前

回

世

旦

信

・
前
野
佳
人

・
淡

啓

一

坪
井
秀
被

・
鶴
本
栄

一
・
富

本

幸

一

構

内

一

晃

徳

山

正

利

光

井

一

敏

晴

(
な
)

中
川
友
行

・
中
国
一
明
男

・
中
田
慾
孝

(
や
) 

中

西

康

・
長
田
圭
司

・
新

居

明

彦

山

崎

安

縦

新
居
典
陣

・
新

居

勝

/
)

・
藤
内
元
晴

・
舟
井
公
一 

・
構
内
利
治

・
構
内
秀
明

・
美
馬
郁
仁

・
宮

油

久

雄

一

宮
本
幸
ニ

・
村
上
格
治

一 ~一一」~

・
山
田
茂
・
山
西
邦
弘

・
山
平
茂
生

・
山
村
武
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本
功

一
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本
{一ホ

孝

¥

・
山
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敬
教

・
湯
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¥

・
脇
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~~

西

野

豊

・
西

角

消

呑

口

正

山

本

靖

博

・
西

谷

康

彦

山

西

正

芳

・
新

居

隆

光

山

本

一

夫

(
は
)

橋
本
誠
二

・
花
岡
芳
昭

・
花

棚

利

夫
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口
富
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・
山
下
ひ
ろ
み

・
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路
松
代
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山
田
育
栄

・
山
田
千
餓

・
山
田
真
由
美

、

山
田
裕
子
・
山
西
早
苗

・
横
井
幸
子
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、
¥」

昭和� 51年� 1月� l日 第� 67号 (4) 

近
年
ゴ
ミ
問
題
は
、
大
都
市
だ
け

で
な
く
、
各
町
村
に
お
い
て
も
重
要

な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
に
お
い
て
も
、
例
外
で
は

な
く
毎
年
、
ゴ
ミ
の 

は
増
え
て

いー

ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に

、
県
下
に
先
が
け
て
、

昭
和
四
十
六
年
に
大
型
の
ガ
ラ
ス
粉

砕
機
を
購
入
し
、

町
内
を
定
期
的
に

巡
回
し
、
ガ
ラ
ス

m
M

・
ビ
ン
の
処
理
に

あ
た

っ
て

い
ま
す
。

ゴ
ミ
に
つ
い
て

も
、
四
十
八
年
か

ら
ゴ
ミ
収
集
車
を

叫
購
入
し
、廃
棄
物
を

収
集
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
町
内
に

ゴ
ミ
焼
却
場
が
な

か
っ
た
た
め
、
収

集
、
処
理
も
は
か

ど
ら
ず
、
河
川
な

ど
へ
の
不
法
投
棄

も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
住
民
か
ら
も
、

強
く
焼
却
場
の
建

設
が
の
ぞ
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

町
で
は
、
建
設
適
地
の
検
討
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

地
元
と
の
話
し
合
い
も
ま
と
ま
り
、

立
川
地
区
に
建
設
が
決
ま
り
、
急
ピ

ッ
チ
で
関
係
道
路
な
ど
の
工
事
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

こ
の
焼
却
炉
は
、
パ
ッ
チ
燃
焼
式

焼
却
炉
で
、
焼
却
能
力
一
日
に
六
〆
、

工
事
費
四
千
万
円
で
、
今
年
の

三
月

下
旬
に
完
成
の
予
定
で
す
。

図
上

の
総
合

か
つ
計
間
的
な

利
用
を
図
る

こ

と
を
目
的
と
し

て
、
国
土
利
用

計
画
法 

(昭
和

四
十
九
年
十
二

月
二
十
四
日
施

行
)
が
で
き
て
、

も
う
一
年
余
り

に
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
十
分
に
理

解
さ
れ
て
い
な

い
方
も
あ
り
ま

す
の
で
、
簡
単

に
の
べ
て
み
ま

す
。土

地

の

取

引

に

届
出
が
必
要

こ
の
法
律
は
、

土
地
を
利
用
す

る
考
え
が
な
い

の
に

、
値
上
が

り
等
を
見
込
ん

で
、
取
引
が
盛

ん
に
行
な
わ
れ
、

地
価
が
激
し
く

値
上
が
り
す
る

の
を
防
ぐ
た
め

の 

の
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
土

地
め
取
引
に
つ

い
て
、
市
町
村

長
を
通
じ
て
県

知
事
に
、
許
可

の
申
請
又
は
、

届
出
が
必
要
で

す
。 J

U

届
出
が
必
要
な
土
地

市
街
化
区
域
内
で

面
積
五
千
平
方
幻
以
上

都
市
計
画
区
域
内
で

面
積
二
千
平
方

μ
以
上

都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

面
積
一
万
平
方

μ
以
上

の
土
地
で
、
商
抑
制
は
実
測
で
す
。

勝
浦
町
で
は
、
一
万
平
方
幻
以
上

の
土
地
の
取
引
に
適
用
な
り
ま
す
。

届
出
の
方
法

腐
出
は
、
取
引
当
事
者
間
で
契
約

を
締
結
す
る
前
に
、
土
地
の
利
用
目

的
や
予
定
価
格
な
ど
を
明
ら
か
に
し

た
申
精
密
を
市
町
村
長
を
通
し
て
、

知
事
に
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
の
し
く
み

届
出
者

届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
そ
の
土

地
が
ま
わ
り
の
土
地
に
比
べ
て
高
す

ぎ
る
と
き
や
土
地
利
用

の
計
画
に
望

ま
し
く
な
い
と
き
に
は
、
土
地
利
用

審
査
会
の
意
見
を
聞
い
て
勧
告
(
土

地
取
引
の
中
止
や
土
地
の
価
格
を
下

げ
る
な
ど 
)
を
六
週
間
以
内
に
し
ま

す
。届

出
を
し
な
い
場
合

許
可
を
受
け
な

い
で
土
地
の
売
買

を
し
た
り
、
届
出
を
し
な
い
で
土
地

の
契
約
を
し
た
り
、
偽
り
の
届
出
を

し
た
場
合
は

、
懲
役
文
は
罰
金
を
科

せ
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

、
町
役
場
企
画
開

発
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
解決するかゴミ問題

MUS04
テキストボックス
工事進む焼却所

MUS04
テキストボックス
知っていますか国土利用計画法
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出
し
た
お
金
引
し
す
か
ら
タ
ダ
で
あ
り

ま
せ
ん
し
、
交
通
事
故
に
よ
る
治
療

費
等
は
、
あ
く
ま
で
加
害
者
が
負
担

す
る
も
の
で
す
。

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き

υ

給
与
支
払
報
告
書
υ

ー
今
月
末
ま
で
に 
l 

二
人
以
上
の
従
業
員
を
廃

っ
て
い

る
事
業
主
は
、
一
年
間
に
支
払

っ
た

賃
金
、
給
料
、
賞
与
な
ど
の
総
額
を

記
載
し
た

「
給
与
支
払
報
告
審
」
を

国知 わたしたちの

保つ

(とて
交お

通き

事た

故い

交
通
事
故
と
い
う
不
運
な
目
に
あ

一一(3)

気

や

ケ

ガ

を

し

た
時
、
生
活
に
困

ら
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
、
国
保
制

度
で
す
か
ら
、
治

療
費
を
国
保
が

一

時
立
替
え
て
お
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
あ
と
カ
ら

国
保
が
加
害
者
か

ら
返
し
て
も
ら
う

し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

治
療
費
は
加
害
者
が

受
け
ら
れ
る
」
と
言
う
加
害
者
が
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
問
速
い
で
す
。

国
保
は
、
被
保

険
者
が
、
自
分
の

収
入
や
資
産
に
応

じ

て

み

ん

な

が

保
険
料
を
出
し
合

や
め
ろ
、
や
め
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、

や
め
ら
れ
な
い
の
が
酒
と
タ
バ
コ
、

で
も
タ
バ
コ
は
、
百
害
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
消
費
税
と

し
て
、
あ
な
た
の
い

つ
ぶ
く
が
町
の

た
め
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
税
金
は
、
税
率
十
八
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
で
、
タ
バ
コ
を
貿

っ
た
そ

の
町
村
に
、
そ
の
ま
ま
地
方
税
と
し

て
交
付
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
百
円
の
タ
バ
コ
で
十

国保と交通事故

の
保
険
給
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
保
が
立
替
え
払
い

国
保
を
使
え
ば

「
医
療
が
タ
ダ
で

っ
た
う
え
に
、
国
保
の
知
識
が
な
か

っ
た
ば
か
り
に
、
示
談
屋
や
加
害
者

の
口
車
に

の
せ
ら
れ
た
り
、
心
な
い

お
医
者
さ
ん

の
た
め
に
、
不
快
な
思

い
を
さ
せ
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
カ

よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
な
く
す
る
た
め
に

も
、
国
保
と
交
通
事
故
に
つ
い
て
よ

く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
は
、
原
則
と
し
て
国
保

12L.11 
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医
療
費
支
払
の
原
則

は
使
、え
ま
せ
ん
が
、

ケ
ガ
は

「
ま

っ
た

な
し
」
で
す
。
加

害
者
か
ら
治
療
費

を
と
り
た
て
て

治
療
す
る
ゆ
と
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
治
療
す

る

の

が

先

決

で

す
。
そ
こ
で
、
病

八
円
と
な
り
、

う
人
で
、

一
人
一
日
に
一
箱
吸

正午畠害


一
年
間
で
六
、
四
八 

円
O

い
そ
れ
に
国
や

他
人 

(
第
三
者
)

に
似
つ
け
ら
れ
た

り
、
け
が
を
し
た

場
合
は
、
加
害
者

が
全
責
任
を
負

っ

て
、
損
害
の
賠
償

を
す
る
の
が
、
現

代
社
会
に
お
け
る

約
束
ご
と
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
事

故
で
治
療
を
受
け

企 ¥ι[l

町
が
負
担
し
て

、

ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら

も
と
も
と
自
分
の

<< 

自動車事故と損害賠償の手つづき� 

る
と
き
は

、
国
保

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
四

十
九
年
度
で
町
の
税
収
入
と
し
て

一

千
万
円
を
こ
え
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
吸
う
の
な
ら
ば
町
内
で

買

っ
て
く
だ
さ
い

。

そ
し
て
く
れ
ぐ
れ
も
、
火
の
あ
と

始
末
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
報
告
書
に
よ

っ
て
、
納
税
者

は
少
な
く
と
も
五
十
万
円
以
上
の
給

与
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
、
給
与
所

得
の
み
の
納
税
者
は
、
確
定
申
告

の

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
提
出
で
き
て
い
な
い
事
業
所

は
、
今
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
町
役

場
税
務
保
険
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

。

健く せる保い�  'Veか 省合成証 すな立せ届き
課知国んこのるを ら ながな立明そ 。資替ん出は国
まり保 。と診場受現お必どし書の 料え 。」 、保
でたと は療合け 実 、 要 は て や 他 とたこをまで
聞い交 でをはとに加て・� 1 、示、 な 分 �  tl縫 ず 立
い時過 き受、 つ 治害す示る談事 りをが出 「替市
合 は 事 まけ国て療者 。談場が故 ま返後し第え
わ 、 故 しでな 三 払
せ 町� f':: -=¥ て力日け者い'
く iド ィづか明 弘点字¥ も 害 れ行を
だ場い l人〆 起 りlcQ) ら者ば為受
さ税て�  V ザi命云忘 凡百台、 うかなにけ

。保し�  'y ~池一、 指〈工ユヒq 切 、まると

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしたちの国保
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- お
忘
れ
な
く
/

選

挙

人

名

簿

登

録

〈
緑
の
ま
ち
作
り
作
文
入
選
作
〉

私
の
町
は
み
ど
り

ぱ
く
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
山
と

山
に
か
こ
ま
れ
、
だ
ん
だ
ん
畑
が
続

ぽ
く
た
ち
の
学
費
に
も
な
る
ん
で
よ

い
て
い
ま
す
。

そ
の
畑
に
は
、
全
部
み
か
ん
が
植

え
ら
れ
、
ど
こ
を
み
て
も
緑
に
か
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
の
業
も
青
々
と
し
て
、
農

家
の
人
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
み

か
ん
の
木
を
育
て
て
い
ま
す
。
遠
く

の
山
々
に
は

、
杉
や
ひ
の
き
ゃ
い
ろ

い
ろ
の
木
が
植
え
ら
れ
、
緑
が
続
い

て
い
ま
す
。

学
校
の
道
に
も
春
に
な
る
と
、
さ

く
ら
が
咲
き
、
あ
と
に
は
緑
の
繋
が

ゆ
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨

の
こ
ろ
に
は
、
必
父
さ
ん
た


ち
は
山
に
行

っ
て
、
大
き
な
木
を
切


っ
た
後
へ
、
杉
や
ひ
の
き
の
小
さ

い


な
え
を
植
え
て
い
ま
す
。


ぼ
く
の
家
の
、
山
の
緑
を
な
が
め


て
、
お
父
さ
ん
は
「
あ
れ
は
緑
の
色


が
こ
い
か
ら
、
も
う
大
分
大
き
く
な


っ
た
な
あ
、
も
う
五
、
六
年
も
す
る


と
そ
ろ
そ
ろ
切
り
出
せ
る
ぞ
日
と
話


し
合
っ
て
い
ま
す
。


お
母
さ
ん
は
「
木
を
切

っ
た
後
へ

は
、
す
ぐ
な
え
を
植
え
な
い
と
、
大

雨
が
ふ
る
と
山
く
ず
れ
の
心
配
が
あ

る
し
、
な
え
を
植
え
て
手
入
れ
を
す

U

『明るい農業経営めざして」
講演会のお知らせ� 

*
日

時

二
月
三
日

午
後

一
時
か
ら

本
会

場
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

*
講

師
茨
城
県
新
利
根
開
拓

組

合

前

組

合

長

上
野
満
先
生 

*
共

催

徳
川
岡
県

・
富
民
協
会

毎
日
新
聞
徳
島
支
局

*
後

援

勝
浦
地
区
農
業
改
良

普
及
協
議
会

・
勝
浦

町
果
樹
研
究
会

業
に
従
事
す
る
見
込
み
が
確
実
な

者
(
定
員
二
十
五
名 
)

所

在

地

大
分
県
国
束
郡
国
東
町

そ

の

他

全
寮
制
(
宿
舎
費
無
料
、
寝
具

椅
子
等
は
貸
与
さ
れ
る
)

応
募
書
類

受
講
願
書

最
終
学
歴
の
学
校
長
の
内
申
書

戸
籍
抄
本

健
康
訟
断
訟

提
出
期
間

一
月
三
十
一
日
ま
で

提

出

先

徳
島
市
万
代
町

一
丁
目

県
内
肱
林
水
産
部
国
芸
蚕
糸
課

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
農
業
委
員

O 会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
登
録
は
、
今

年
も
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
資
格
は
、
つ
き
の
要
件
を

必
要
と
し
ま
す
。

そ
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
農
業
委

員
会
の
区
滅
内
に
住
所
を
有
す
る

年
齢
が
繍
二
十
歳
以
上

の
者
。 

燥
地
面
積
十
ア
ー
ル
以
上
耕
作
を

営
む
者
。
も
し
く
は
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作

農
業
委
員
会
委
員

に
従
事
し
て
い
る
と
、
民
業
委
員

会
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
要
件
が
あ

っ
て
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
載
(
記
載
)
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

後
目
、
指
導
部
長
さ
ん
に
お
願
い

し
て
、
登
載
申
鯖
訟
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
、

指
導
部
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

決

林

省

で

ご

希

望

の

方

は

、

農

業

セ

ン

タ

ー

は
、
果
樹
栽
ま
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。 

¥
C

f
L

a
r
h

H
M

O

¥、� J

¥」

培

を

機

械

化

研

修

の

概

要

は

、

つ

ぎ

の

と

お

り

-

7

・

し

合

理

的

経

で

す

。 

ノ

刈

コ

営

を

目

ざ

す

研

修

期

間

一
年
間
(
昭
和
五
十

じ

~

修

た

め

に

、

実

一

年

四

月

か

ら

五

十

二

年

三

月

務

研

修

を

通

ま

で

r〈

ポ

戸

研

。 

推

進

の

指

導

性

能

農

業

機

械

利

用

技

能

認

定

議

募

的

役

割

を

果

者

の
認
定
証
が
取
得
で
き
る
よ

卦
牙
「
¥

た

す

農

業

者

う

、

技

術

指

導

。

農

を
養
成
す
る

O

一

、

七

)
剣

集

農
業
近
代
化 

ト
ラ
ク
タ
運
転
免
許
と
、
高

研
修
修
了
者
に
は
、
修
了
証
書

樹

た

め

に

、

果

授

与

。

樹

州

民

業

研

修

応

募

資

格

-

，

所

を

設

置

し

、

高

等

学

校

卒

業

又

は

、

こ

れ

と

じ

て

、

果

樹

修

得

事

項

研

修

生

を

募

同

等

以

上

の
学
力
を
有
す
る
と
、

集

し

て

い

ま

認

め

ら

れ

る

年

齢

二

十

五

歳

未

満

す

。

の

男

子

で

、

研

修

終

了

後

果

樹

唆

坂
本
小
学
校
五
年

美

馬

イ変

る
と
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

社
会
科
の
股
林
水
産
業
の
時
間
で

国
で
も
「
緑
の
週
間
」
を
き
め
て
植

林
運
動
を
進
め
て
い
る
の
を
始
め
、

育
ち
の
早
い
木
の
種
類
を
選
ん
で
構

え
た
り
、
森
林
に
肥
料
を
や
っ
て
育

て
た
り
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
努
力

を
し
て
い
る
よ
う
す
を
習
っ
た
こ
と

を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

家
の
ま
わ
り
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の

家
が
ま
き
が
こ
え
が
あ
り
、
遠
く
に

見
え
る
所
は
、
緑
色
の
絡
の
よ
う
で

す
。山

を
見
る
と
山
が
い
く

つ
も
か
さ

な

っ
て
見
え
、
速
い
山
は
ど
あ
い
色

に
見
え
ま
す
。

お
母
さ
ん
と

、
と
き
ど
き
徳
島
や

小
松
島
へ
買
物
に
つ
い
て
行
き
ま
す

が
、
高
い
ビ
ル
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
な

ら
ん
で
い
て

、
緑
を
見
る

の
は
、
庖

の
す
み
に
お
い
て
あ
る
は
九
植
え

の
ゴ

ム
の
木
ぐ
ら
い
で
す
。

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
木
の

緑
ば
か
り
に
か
こ
ま
れ
て
、
町
と
く

ら
べ
て

、
と
て
も
け
し
き
が
よ
く
住

み
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
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作
定終了後イオウ合声[1110倍液を散布す

る。 クワシロカイガラムシが多い時
曲
一
周
�
 

布 する 。倍液を散15の11斉Lン池芋� 

業栽培の一環として栽培されて11高

袋、



めとした，経営全体についての反省

よ検討を行ない，これらを基礎とし

は95~;; '?0/ン池乳剤の 151音液を散布
新容を迎え.昨年の栽培管理を始

守する 。

カキて，新しい構怨の もとに経営計画を
フジコナカイヵ・ ラムシは95~;t 7 シ

樹立してくださし、。農業関係の簿記.

記帳は必ず行ない，今後の問題点の

改革与に努めてください。

|副業作物| 

|みかん|

花芽分化の開始時期の作鎌� 

O 土壌調査と石灰類の施用

みかん園の土壌は， ペーハー値

が� 6.0-6.5くらいが， 月巴来十の利

用率や樹の生育がも っともよいと

言われています。ぜひこの機会に

調査を行ない，各図ごとの適正な

施用量を把握しておいてください。

農業センタ ーでは， 測定器具をそ

ろえ て懲備し ていますので.ぜひ

O 予措は強めに行なうこ と。(重旦

の 411干呈度経くなるまで。) 

O 第� 1回自の腐敗点検は，早目に�  

fi'な うこと 。� 

o 	llIl内の温度，温度には注意をは

らうこと 。(温度は 3-5'C，湿度

は 80-95~;; ， 鉄筋やプロックの貯
ご利用ください。 一般的におおま 蔵庫はとくに湿度に注意)
かな地用量は， っきFの とおりです。

いる水ブキ， タマオ、ギ， イチゴ，タ

ケノコ等は， それぞれ指導指針にも

とづ いて，手ぬかりなく作業をすす

めてください。

各作物の主な作業は，つぎのとお

りです。

水ブキ
除 草 �  

レ当jアー10の枯れるころに，� 1¥上官

'1100を71<りグラモキソン 150 ~;~ ;に

うすめて散布する 。

アノレカリ分53;;;;のものを利用す

るとして，

県ザレがか った園には.20袋以

上，亦土がか った閣には.30袋以上

改植の準備

生産性の低下した老木樹や不良系

統.校幹の大きな1f.H勢樹は，この時

期に必ず改植準備 を行な ってくださ

。し、

伐採後の，太い線及び枚や幹の太

|落葉果樹|
整枝，せん定

落葉果樹は常緑樹より ， さらに細

密なせん定をしないと，商品として

価値ある収穫が望めません。

梅

開花が早いので.特に急、いでくだ

さし、。つぼみが大きくならないうち

いものは.焼却してください。 に，太械を中心に，収絡しにくい校

随穴は大きいほどよいが，直径， を思いき って切りおとし，内部に小
害虫予防

深さ と し 60~' 程度は必要です。 枝を作るよう心がけてください。
堆きゅう月巴や切ワラ 10アール当り� 

1穴に入れる土壌改良資材料は，
100奴以上うね問に入れる 。

つぎの基準を参考にしてください。 カキ

苦 土 石灰 2奴. ヨウリン� l奴， ケ 全般に太枝が多すぎ，結果部位が 潜水

潜水

管理作業で最も大切な作業です。

常に湿気をも っているように管理す

ること ， ただし過151にならないよう

にしてくださし、。

タマネギ

追 肥

下旬ごろにチ�  y ソ 6奴. カリ� 5匁

程度をおくれないように施 肥する 。

、ー、、

草等の有機:1]奴.稲ワラ . ;<2イフ ン� 

物 20拡 これらを植穴全体均一に混

ざるように心、ヵペナてください。

貯蔵管理

昨年度みかんは，浮皮果が非常に

多く，酸含量む過去 5ヵ年と比較し

最も少ないことが、分析結果から明

らかにな っています。 したカずって，

長期貯蔵には， かなりの技術を要す

る年です。

特につぎのことに十分注意してく� 

7ごさし、。

先端へ伸びすぎています。太枝や伸 この時期の潜水は，生育後期の玉

びすぎた校を切りおろし，内部(下

の方に)小枝の発生を求めます。

クリ

日除に弱いので，太校の|間引きを

行なうとともに，周囲の雑 木の切り

払いも大切です。

病害虫防除

梅

こうやく病， くろはし病は， せん

太りに大きな影響を与えるので. 必

ず11'なうこと 。

タケノコ

園の清掃

雑木の切り倒し，下草の刈取を行

ない， 圏外へ持ち出す。

施 肥

鶏フ ンを10アール当り� 1，000奴.

チ� y ソ 6~;'i， リンサン� 31，CJ.，カリ 4

続， ケイサン� 5奴施用してくださ い。
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本

わ
が
校
の

同

和

教

同
和
教
育
シ
リ
ー
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…
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、
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「学
校
生
活
の
全
分
野
に
お
い
て
、

人
間
尊
重
の
精
神
に
基
づ
く
児
童
相

互
の
理
解
を
深
め
、
差
別
意
識
の
不

合
理
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
差
別

や
偏
見
の
な
い
公
平

・
公
正
な
生
活

習
慣
や
態
度
を
養
う
」
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
各
学
年
ご
と
に

発
達
段
階
に
応
じ
て
重
点
目
線
を
沈

め
て
街
満
押
し
て
い
ま
す
。

こ
の
自
僚
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
方
法
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
好
ま
し
い

人
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
誰
で
も
が
、
何
で
も
話
し
合

え
る
、
助
け
合
え
る
、
こ
の
よ
う
な

集
団
を
作
る
こ
と
で
す
。
集
団
作
リ

の
場
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
全
校
を

一
体
と
し
た

学
校
集
団
作
り
も
重
要
な
机
切
で
す
。

特
に
本
校
の
よ
う
に
全
児
童
八
十
八

人
と
い

っ
た
小
規
模
校
に
お
い
て
は

そ
れ
が
必
要
だ
し
、
ま
た
容
易
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ぞ
こ
で
、
学
校
集
団
作
り
の
具
体

例
と
し
て
、
本
校
て
行
な

っ
て
い
る

二
つ
の
活
動
に
つ
い
て
の
べ
て
み
ま

す
。

全

校

清

掃

合
外
や
講
堂
、
特
別
教
室
な
ど
の

消
却
は
、
火
・
土
叫
日
を
の
ぞ
い
た

毎
朝
十
五
分
間
、

一
年
か
ら
六
年
ま

で
の
全
児
童
に
よ

っ
て
行
主
わ
れ
ま

す
。
本
校
の
特
色
は
、
そ
の
際
に
学

年
別
に
分
担
す
る
の
で
な
く
、
全
校

児
童
を
縦
割
り
に
し
た
十

三
の
ほ 

(各
班
が
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
児

童
七
名
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
る
)

に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

分
担
場
所
は
二
週
間
ご
と
に
変
わ

り
ま
す
か
ら
、

一
日
目
に
は
六
年
生

を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

り
を
決
め
ま
す
。
そ
の
様
了
を
見
て

い
ま
す
と
、
初
め
は
、
め
い
め
い
が

自
分
の
意
見
を
主
張
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
に
学
年
、
能
力
に
応
じ
て

無
理
の
な
い
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
相
手
の
身
に
な

っ 

本
校
の
同
和
教
育
の
基
本
日
様
は
、

て
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
消
婦
中
、
向
。
十
年
児
並
は
い

ろ
い
ろ
指
持
し
た
リ
、
全
体
に
気
を

配

っ
て

い
ま
す
。
一

方
低
学
年
児
童

は
決
め
ら
れ
た
仕
引
を
力
い

っ
ぱ
い

や
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ニ

の
よ
う
に
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場

に
応
じ
て
吠
任
を
果
た
す
よ
う
に
努

生
比
式
市
小
学
校
P

力
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
で
き
て
い

な
い
所
が
あ
れ
ば
他

の
者
が
応
援
し

た
り
、
遊
ん
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る

者
に
は
、
教
附
よ
り
先
に
互
い
に
注

な
す
る
な
ど
、
誰
も
が
励
ま
し
あ
い
、

協
力
し
あ

「
て

い
ま
す
。

児

童

集

会

毎
週
土
制
日
の
朝
、
八
時
二
十

五
分
か
ら
十
五
分
間
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
全
児
童
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
活
動
で
す
。
内
容
は
つ
ぎ
の

P

T

A
広

報

県

下

第


T
A
広
報
紙

の

P
T
A

三
声
新
聞
が
、
県

P
T
A
連
合
会
主


催
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
応
募


数
四
十
二
点
の
中
か
ら
優
秀
賞 

(手

l

引
き
の
部
一
位
)
に
巡
ば
れ
ま
し
た
の

同
紙
は
保
護
者

・
児
濫

・
教
師

の

三
者
の
意
見
や
作
品
を
の
せ
た
も
の

で、

三
戸
新
聞
と
名
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
同
校 

の
広
報
委

員
さ
ん
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
年
間
五

の
で
す
。

よ
う
な

六
年
生
に
よ
る
委
只
会
活
動
の
報

告
、
述
給
。 

0
代
表
に

よ
る
各
日
開
発
友
会 

(朗
読
、

作
文
‘
体
娘
、
背
山
内
等 
)
や
、
学
校

を
代
表
し
て
郡
や
川
町
の
大
会
に
参
加

す
る
児
童
の
激
励
会
。
激
励
会

の
時

に
は
低
学
年
児
童
も
、
小
さ
な
手
で

大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
す
。
代
表
も

そ
う
で
な
い
者
も
、
同
じ
集
団
の
一

貝
で
あ
る
と
い
う
連
幣
意
識
が
非
常

に
高
ま
る
場
開
で
す
。

全
児
童
で
行
な
う
ゲ
|
ム
、
獄
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等
。
歌
う
曲
目
は

森
の
飽
き
ん
、
怖
か
な
湖
は
ん
、
著

者
た
ち
、

削且
の
秋
、
な
ど
輪
陥
あ
り
、

日
間
あ
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
上

手
、
下
手
の
区
別
な
く
楽
し
く
元
気

に
欣
う
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
心
が

一
つ
に
な
っ
て
大
き
な
美
し
い
歌
声

と
な
っ
て
講
堂
い
っ
ぱ
い
に
ひ
び
き

位

に

生
比
奈
小
学
校

回
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
な
い
予
算
の
中
か
ら
、
騰
写
印

刷
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

幅
の
広
い
ユ
ニ
ー
ク
な
縦
集
と
、
堅

実
な
歩
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

昨
年
度
は
佳
作
賞
で
し
た
が
、
今
年

Aは O O
川
町
下

一
位
に
な

り
ま
し
た
。

L

き

こ

え

る

か

な

た

め

し

そ
、つ
に

あ

そ

ん

で

い

る

み

ん

な

な

か

よ

く

て
を
と

っ
て

あ

そ

ば

う

よ

は

な

そ

う

よ

ひ
と
り
ぼ

っ
ち
は

も
う
い
な
い

み

ん

な

わ

に

な

っ
て

あ

そ

ば

う

よ

今
朝
J
U

ま
す
。

ふ
だ
ん
の
遊
ひ
や
休
育
の
時
な
ど

に
は
能
力
的
主
こ
と
や
そ
の
他
の
理

由
で
仲
間
は
ず
れ
に
な
る
場
合
も
時

に
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
学
年
を
解
体

し
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ゲ 

ム
の

中
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
み
ん

な
が
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
子
が
う
ま
く
リ
!
ド
し
、
手
つ

な
ぎ
鬼
な
ど
で
は

、
小
さ
な
子
の
手

を
引
い
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
運
動
場

を
走
り
ま
わ
り
ま
す
。
終
わ

っ
た
後

に
は
み
ん
な
の
制
足
そ
う
な
阪
が
見

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
人
間
関
係
は

学
級
に
お
ろ
さ
れ
、
そ
の
中
で
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
反
対

の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体
の
中

で
個
人
が
生
か
さ
れ
、
そ
し
て
全
体

が
高
ま
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

な
か
レ 

のった

六

年

生

作

山間

五
年
古
川
雌
辛
子
作
川

元
気
な
歓
声
が
校
舎
に
ひ

び
き
、
明
る
い
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

⑤⑧⑧⑧④① 
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に
気
を
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
ば
を
ふ
や
す
と
い
う
か
、
生
活

体
験
を
十
分
に
与
え
て
や
る
こ
と

と
、
自
発
的
な
活
動
を
育
成
す
る
こ

と
で
す
。

ま

た

、

こ

と

ば

は

人

間

関
係
に
欠
か
せ
な
い
伝
達
、
交
流

感

情

の

表

現

や

意

志

統

制

思

考

な

bq 

持
ぴ
に
満
た
さ
れ
て
、
話
し
合
う
姿

の
な
か
に
「
こ
と
ば
」
の
発
達
に
必

要
な
基
礎
条
例
が
術
え
ら
れ
℃
い
る

ら
の
な
の
で
す
。
ど
う
し
て
も
心
配

な
と
き
に
は
専
門
の
先
生
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

を
得
て
、

山
積
さ

れ
た
問
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
昨

年
同
様
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す

オ
ー
ト
バ
イ
の

ス
ピ
ー
ド
は

ひ
か
え
め
に

以
前
は
、
ダ
ン

プ
な
ど
の
大
型
車

の
暴
走
が
世
間
の
批
判
を
集
め
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
で
は

、
都
会
主
ど

で
オ
ー
ト
バ
イ
の
暴
走
族
が
問
題
に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

町
内
に
お
い
て
も
、
暴
走
族
と
は

い
か
な
い
ま
で
も
、
少
年
の
オ
ー
ト

バ
イ
の
走
り
過
ぎ
に
つ
い
て
、
町
内

の
方
々

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
事
故
で
身
の
破
滅
を
起
こ

し
か
ね
な
い
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
、

起
こ
し
た
時
の
責
任
の
重
大
さ
を
考

え
た
旬
、
暴
走
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ト
バ
イ
を
運
転
す
る
時
は

ヘ
ル
ノ
ン
ト
を
正
し
く
つ
け
て
、
ス

ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
、
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

②
環
境
的
条
件

乳
幼
児
期
か
ら
、
監
富
な
言
語
刺

激
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
乳
児
の
運

動
な
ど
表
現
活
動
が
受
け
入
れ
り
れ

強
化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
、
主
と
し

て
母
親
と
乳
幼
児
の
言
語
関
係
が
豊

か
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
安
定
し
た
情
緒
を
身
に
つ
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
で
す
か
ら
他

の
子
と
く
ら
べ
て
、
発
達
が
お
そ
い

と
心
配
す
る
の
は
少
し
早
い
よ
う
に

お
も
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
発
達
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
せ
ら

ず
十
分
理
解
を
も
う
て
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。

男
の
子
で
す
が

、

こ
と
ば
の
発
達

時
期
は

一
歳
か
ら

一
歳
半
で
終
わ
る

と
考
え
る
学
者
も
あ
れ
ば

、
三
歳
す

さ
ま
で
残
る
と
み
る
学
者
も
あ

っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
こ
と
ば
の
発
達
に
彬
響
を

与
え
る
要
因
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

。
身
体
的
条
件

耳
の
聞
こ
え
方
が
正
常
か
ど
う
か
。

Z

言
語
を
出
す
器
管
(
た
と
え
ば
舌
、

口
腔
、
鼻
腔
、

口
唇
な
ど
)
が
正
常 
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が
お
そ
い
よ

う
で
す
。
心
配
な
い

で

し
ょ
う
か
。

マ
ン

三--一一--一
一一一一
三一一一一一一一

一一一一一一三一
一一三一一
一===一一

P 

よ
 Lji 
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4 

だ所在駐
c>.. 
b 
4 

4
b 

c> 
4 
c> 
4 

肌の栄養は食物から

ための食事

こ
と
ば
の
発
達
が
お
そ
い
と
心
配

7

程
度
の
片
言
し
か
い
え
な
い

ど
の
手
段
で

す
か
ら
、
母

子
閉
め
話
し

合
い
を
由 
一か
w

に
し
て
ご
」

と
ば
」
を
学

ぶ
基
礎
に
し

て
く
だ
さ
い
。

母
子
が
い

つ
も
笑
顔
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
ば
の
発
達

の
は
や
さ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が

あ
り
ま
す
か
ら

、

一
時
の
現
象
だ
け

か
ら
の
即
断
は
や
め
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
パ
バ

、 
?
?
、

増えています事件事故

昨
年
は
例
年
に

く
ら
べ
て

、
町
内

に
お
け
る
事
件
、

事
故
が
や
や
増
加

の
傾
向
に
あ
リ
ま

し
た
。

今
年
は
特
に

交
通
事
故
の

防
止

少
年
非
行
の

防
止

対
避
場
の
駐

車
問
題

河
川
の
廃
棄
物

不
法
相
官
業

窃
盗
牟
件

な
ど
を
重
点
に
、

み
な
さ
ん
の
協
力

は欠かせません。

具体的には，レバー�  

(肝臓)卵，牛乳， チー

ズ， 大豆の加工品，その

ほか新鮮な野菜や果物も

た つ」zりとりましょう 。

糖分の多い食事は

美容の敵/

女性に甘いものはっき� L

のですが. 置 が 過 ぎ る と 体

の中で脂肪に変って貯えら

れるため， 月旨性の肌とな っ

て表われます。さらに糖分

のとり過ぎは， ビタミン B

類を消 q~ させる作用もあり .

醤や眼などの美しさをそこ

なったり事件出も多いようで

す。

美しくあるためには，甘�  

l床もほどほどにということ

て明しょうヵ、。

ましょう 。

まず全身の健康を

肌の健康のためには，健

康を保つのに必要な栄養を

毎日バランスよくとること

が基本です。また.規律正

しい生活が快眠.快食，快�  

f更のもとであるように， 美

しい肌も約束してくれます。

動物性蛋白質�  -カ Jレシゥ

ム・ビタミンを中'L、に。� 

O動物性盗白'l1...U凡の張

りや弾力をイ呆ちます。
 

O カノレンウムー 不足する 


と体の抵抗力が弱まり ，

神縫系が不安定になるた

め に輿脊しやすし従っ

て肌 も過敏になりトラブ� 

Jレが起こります。� 

O ビタミン類� 肌の新陳e

代謝を盛んにし，毛細血

A 
管を丈夫に保つために，

特にビタミン�  A. 82. C 

栄養 7リー ムをつけてい

るから肌の栄養は大丈夫と

思いがちですが. )汎に必要

企栄養は食物からしかとれ

ないことをまず党えておき

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
三歳児教育ことばのおくれ

MUS04
テキストボックス
チョット奥さん美しくなるための食事歯だの栄養は食物から

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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ー
ス
に
出
場
し
ま
す
。

町
民
み
な
さ
ん
の
、
ご
声
扱
を
お

願
い
し
ま
す
。

す
。 役

員
、
選
手
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
は
、
一
月

四
日
か
ら
行
な
わ
れ
る
第
二
十
二
回

徳
品
駅
伝
の
結
図
式
を
行
な
い
、
今

年
む
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
、
五
日

わ
し
の
門
前
|
|
池
田
駅
前
、
六
日

池
田
駅
前
||
徳
島
新
聞
社
前
の
コ

母
と
干
の
締
り
を
追
う
て
い
る
カ
メ
ラ 

…

そ
ろ
ば
ん
を
止
め
て
良
質

又

生

名

丸

-v
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ご
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武
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後
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団

長
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堺

福

大
久
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防

相

打

燃

肝

洋

コ
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チ

滝

笠

水

マ
ネ
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ジ
ャ
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井
出
政
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山

選

手
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阿今

南

市山

「

久

国

上

勝

町
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棚
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小
松
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市
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I
ょ
う
ま
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県
子
宣
'
勿
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む

よ 

れ
て
い
ま
す
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石谷木 オ~~日T 

和も恥E
子雄

h
山円

以

留
子

日召右
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三長長長

慰
ず
怠貴

問'
s
b

男男 女 女

nl 

香
志

茂

(
花
歳 
)

， 
a 

井

燃
え
て
な
い
ス
ト
ー
ブ

一
応
寄

っ
て 
… 

見
る

一

お
年
玉
又
成
績

の
事
に
触
れ 

~ 

沼

江

僑

谷

飽

隊

一

年
創
の
容
を
見
抜
い

て
子
の
凌
恕

一 

第
見
抜
き
孫
は
準
を
附
く
年
賀
市
谷

〈
川

柳

〉

坂

本

谷

川

凶

一
千

銚

の

安

の

自

笈

を

抜

い

て

や

る

横

断

一

中
田

万

里

一

一
み
か
ん
採
り
若
さ
が
残
る
安
微
笑
家
族
み
ら
な
の
視
野
に
い
て
平
和

一

坂

本

日

浦

翠

崎

町

編

み

山

仰

の

先

か

ら

一
句
転
げ
出
る

一
豊

作

の

み

か

ん

採

る

手

が

に

ぶ

る

市

側

沼

江

大

岡

小

牧

一
摘

果

し

た

成

果

を

遠

慮

せ

ぬ

務

行

く

年

へ

未

練

さ

ゥ
ぱ
リ
脱
ぎ
捨
て
る

一

一 

'
与
川

内

水

口

湖

舟

年
迎
ふ
同
じ
斡
を
繰
り
返
し

一

一
芋

句

く

の

恋

さ

へ

速

さ

歳

に

な

り

横

瀬

稼

勢

都

景

一

一
公
闘
が
出
来
て
太
陽
還

ヮ
て

来

ス

ト

出

来

る

身

分

決

む

小
企
業

一

親
方
が
日
の
丸
無
理
が
効
く
仕
事
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勝
浦
町

秋

成

口

升

森

道

泰

丸
田
愈
作

上
勝
町

山
西
宏
明

松
坂
森
土
八

清
原
正
美

森
下
直
幸

石
本
実
嗣

坂
口
悟
志

天

然

記
念
物

抑
架
義
術

前
回
叫
刊
蔵

武
田
正
年

中
村
立
伸

黒
潔
洋
一

尾

花

池

藤

田

守

浦
岡
和
志

( 

今 山

山西

お
誕
生
お
め
で
と
う

一一

与
川

内

水

口

春

女

ト

一
山
詠
は
毎
月
七 

一

三

今星祭坂
山谷 丙 本

病
名
を
教
へ
て
呉
れ
ぬ
ま
ま
べ 
y

一一

ま
で
に

一
テ
モ
に
行
く
パ
パ
は
昨
夜
の
目
と
違
山

旬
ハ
が
キ
で

+

ー

送

り

先

勝

浦

町

一

立

川

沼

柳

子

核

勢

広

夫

一
籾
が
ら
に
す
み
付
き
肥
る
群
雀

一一
他
所
行
き
を
着
れ
は
標
準
語
聞
に
変
わ
り

一

H

山秋�  7可山

三
浅 

・日-

一都
μ
ど

ま

で

一
↑

町
内
約
作
の
方
に
限
り
ま
す

3 

一
吋
、
そ

の
次
は
短
飲
と
交
代

一
さ に

のい
せ
ま
す
曲

川会

U

4

A

一一
次
回
は 

↑咽

畑本JIi奇口
和 彰
男正賞二

川

竹

田

あ
ゆ
み

ウ
て
ご
役
句
く
に

一
一一

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

沼

江


守
川
内


生

名


坂

本


中

角


立

お
は
っ
き
い
ち
ょ
う

I 
出生 3 8 11 
死亡
転入 16 15 31 
転出 3 14 17 

用
に
も
な
る
。

と
こ
ろ
が

こ
の
い
ち

ょ
う
、
不
思

議
な
こ

と
に
、
ギ
ン
ナ
ン
が
災
の
先

に
つ
い
て
い
て
、
「
お
は

っ
き
い
ち

ょJ
U

う
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
い
ち
ょ

う
は
、
坂
本
の
美
陣
内

口
丹
さ
ん
所
有
地
に
あ
り
、
会
問
て

非
治
に
珍
ら
し
く
、
昭
和
三
十
二
年

に
県
文
化
財
天
然
記
念
物
に
舟
定
さ

U

て

{

土 

引
時
守 

L
t

う
利
の
落
業
き
ょ
う
木
で
、
中
国
産

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
相棋は 

別
形
で

秋
に
は
、
黄
色
と
な

勺
て
美
し
い

。

雄
株
と
雌
株
の
別
が
あ
リ
、
四
月
ご

ろ
新
し
い
棄
と
と
も
に
緑
色
の
花
が

咲
き
、
花
粉
の
か
わ
り
に
精
虫
で
受

精
し
、
誕
の
つ
け
ね
に
悦
子
が
で
き

る
。
こ
れ
を
ギ
ン
ナ
ン
と
い

っ
て
食

古
山
俄
太
郎 

(
沌
歳 
)

小
林

興

一
(
叩
歳
)

戸
村
芳
太
郎 

(
創
成 
)

中
尾
只
太
郎 

(
訂
歳 
)

検

問

危

松 

昭和51年� 1月1 E1 

町民のうごき一
世帯数� 1，931 男� 4，091 
人 口 �  8，287 女� 4，196

昭和50年 12月 1H>且((

男 女�  
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MUS04
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新春を走る

MUS04
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MUS04
テキストボックス
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MUS04
テキストボックス
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